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報告事項件名                                頁 

 

 

（１）水防体制再構築の検討について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

（２）地区防災計画策定の進捗状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（危機管理部） 
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災害・オウム対策調査特別委員会報告資料 

 令和元年１２月１７日 

件   名 水防体制再構築の検討について 

所管部課名 危機管理部災害対策課、防災力強化担当課 

内  容 

 水防体制再構築の状況について、下記のとおり報告する。 

 

記 

 

１ 第２回水防体制再構築本部会議  

（１）実施日時等 

  日時：令和元年１１月２５日（月）午前１０時１５分から午前１０時４５分 

  場所：特別会議室（災害対策本部室） 

（２）主な検討内容 

  ア 情報発信のあり方 

  イ 避難所開設のあり方 

  ウ 避難所運営のあり方 

  エ コミュニティタイムラインの策定（小台・宮城地区） 

 

 

２ 本部長・庶務部長会議 

  本部長・庶務部長会議は毎年４月に開催しているが、台風１９号の避難所開設を

受けて臨時で開催した。 

 

（１）実施日時等 

  日時：令和元年１２月２日（月） 午前１０時から正午 

  場所：庁舎ホール 

（２）主な出席者 

  ア 各避難所運営会議 本部長・庶務部長等           １６９名 

  イ 区長、副区長、教育長、総合防災行政アドバイザー、区管理職  ３７名 

（３）主な内容 

  ア 台風１９号での区の対応 

  イ 今後の区の水防体制再構築の検討状況 

  ウ 意見交換 

（４）本部長・庶務部長からの主な意見（抜粋） 

  ア 各避難所運営会議への連絡手段の確保 

  イ 各避難所内での指示系統の明確化が必要 

  ウ 備蓄物資（食糧など）をどのタイミングで出すか分からなかった。 

  エ 避難所の運営が終わった後の片付け方についても周知が必要 

  オ 区からの情報が避難所に来た区担当者に伝わっていなかったのではないか。 



３ 

  カ 「避難勧告」が解除されていないにも関わらず帰宅する避難者が多数いた。 

 

 

３ 東京都との意見交換について 

  令和元年台風１９号に関して、東京都と意見交換を行った。 

 

（１）実施日時等 

  日時：令和元年１１月１３日（水）午後３時１５分から午後５時 

  場所：特別応接室 

（２）主な出席者 

  ア 東京都総合防災部防災計画担当部長、防災通信課統括課長代理、防災対策課 

課長代理 

  イ 区長、危機管理部長、都市建設部長、企画調整課長、災害対策課長、防災力 

強化担当課長 

（３）主な意見内容 

  ア 避難情報の住民への周知、防災無線の有効性 

  イ 停電、断水対応 

  ウ 都立施設、民間施設の活用 

  エ 要配慮者、路上生活者の対応 

  オ リエゾン（災害対策現地情報連絡員）の必要性 

（４）東京都への要望事項 

  ア 都の施設について、水害時に避難所として開放してほしい。 

  イ 図上訓練など、都と連携した訓練を実施してほしい。 

  ウ 都からもリエゾンに来てほしい。 

  エ 第二、第三荒川調節池の整備に向けて、国と連携して取り組んでほしい。 

問 題 点 

今後の方針 

早急に見直すものと時間を要するものとを整理し、遅くとも来年の出水期までに取

りまとめるよう進めていく。 

 



４ 

災害・オウム対策調査特別委員会報告資料 

 令和元年１２月１７日 

件   名 地区防災計画策定の進捗状況について 

所管部課名 危機管理部災害対策課、防災力強化担当課 

内   容 

 今年度進めている、地区防災計画の新規策定及び既計画（平成２８年度策定

の７団体）の見直しに伴い実施するワークショップについて、下記のとおり報

告する。 

 

記 

 

１ ワークショップについて 

（１）各団体ともワークショップを概ね３回実施予定 

（２）１１月以降順次第２回ワークショップを開催し、策定及び見直しを進め

ている。特に、新規策定団体は、必要に応じて防災視点でのまち歩きを行

い、防災マップの作成も進めていく。 

 

２ 新規策定団体（１１団体：地区番号順） 

  ※ ①：第１回ワークショップ ②：第２回 ③：第３回 

令和元年１２月９日現在 

地区番号 町会・自治会名 ワークショップ日程 参加人数など 

１ 

日ノ出町自治会 ① 10月 16日(水)合同実施 

② 12月 14日(土)合同実施 

③  1月～ 2月 

① 31名 

② 

③ 日ノ出町団地自治会 

３ 千住四丁目町会 

① 10月 24日(木) 

②  1月 

③  2月 

① 27名 

②  

③  

８ 

本木東町会 
① 10月 1日(火)合同実施 

②  1月～ 2月 

③  2月～ 3月 

① 22名 

②  

③  

本木西町会 

本木南町会 

９ 
関原三丁目東町会 ① 10月 10日(木)合同実施

②  1月～ 2月 

③  2月～ 3月 

① 13名 

②  

③  関原三丁目町会 

１０ 
梅田神明町自治会 ①  9月 26日(木)合同実施 

② 11月 16日(土)合同実施 

③  1月～ 2月 

① 25名 

② 16名 

③  梅田本町自治会 



５ 

２２ 
西新井本町一丁目 

町会 

①  9月 27日(金) 

② 12月 18日(水) 

③  1月～ 2月 

① 14名 

②  

③  

 

３ 既計画の見直し団体（平成２８年度に策定した７団体：地区番号順） 

令和元年１２月９日現在 

地区番号 町会・自治会名 ワークショップ日程 参加人数など 

４ 

千住大川町東町会 

① 10月 7日(月)合同実施 

② 12月 17日(火)合同実施 

③  2月 

① 21名 

② 

③  

千住大川町西町会 

千住大川町南町会 

千住元町町会 

千住寿町南町会 

１６ 
隅田自治会 ① 10月 28日(月)合同実施 

②  1月～ 2月 

③  2月～ 3月 

① 16名 

②  

③  長門東部自治会 

 

４ 策定及び修正スケジュール 

時 期 
内 容 

新規策定 見直し 

９月～１０月 
第１回ワークショップ 

（内容：導入、地域の防災上の課題洗い出し） 

１１月～１２月 第２回ワークショップ（内容：まち歩きなど） 

１月～ ２月 第３回ワークショップ（内容：意見交換会） 

２月 計画及び概要版素案作成 修正案及び概要版作成 

３月 地区防災計画 完成 
 

問 題 点 

今後の方針 
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